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第 79 回沖縄県新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

議事概要 

日 時：令和３年２月８日(月)10：30～11：30 

        場 所：県庁６階 第１・２特別会議室       

○ 会議の概要 

＜報告事項＞ 

 県内における新型コロナウイルス感染症の感染者数や広がりの状況、医療提供体制等につい

て、それぞれ所管する本部員から報告があった。 

 緊急事態宣言下の各市町村の見回り状況とワクチン接種に関する状況について、本部員から

報告があった。 

 

 
 
 

１ 参加者 

玉城 知事、謝花 副知事、富川 副知事、島袋 政策調整監、金城 知事公室長、池田 総務部長、

金城 企画調整統括監、松田 環境部長、 日下 県警本部長、大城 保健医療部長 

名渡山 子ども生活福祉部長、幸地 農政企画統括監、上原 土木建築部長、嘉数 商工労働部長、 

渡久地 文化観光スポーツ部長、伊川 会計管理者、金城 教育長、我那覇 病院事業局長、 

棚原 企業局長、真栄城 医療企画統括監、糸数 保健衛生統括監 

２ 報告事項 

（１）沖縄県内における新型コロナウイルス感染症患者の発生等について 

 総括情報部から前日時点の新規陽性者及び療養者の状況について報告【資料 1】 

 昨日の発生は27人で30人を切ったのは24日ぶり、新規陽性者は減少傾向だが、

入院中が 329 名、重症・中等症の方が 184 名となっている。 

 浦添市の教育機関で 32名のクラスターが発生している。 

 病院事業局から県立病院に入院している患者の状況等について報告 

 県立病院全体で 88 名入院しており、2/4 から 1 名減少している。確保病床の

82.2％を占めている。 

 北部病院 13 名入院で 2、3 日以内に 5 人退院予定。緊急事態宣言の効果は出て

いる。 

 昨日 2/7 に南風原町の医療機関でクラスターが発生し、南部医療センターから
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医師 1 名派遣している。 

 宮古病院の入院患者数は 34 人、一昨日 1 人死亡、社会福祉施設でも 1 人死亡し

た。また県から派遣された看護師 1 人が感染し宮古病院で療養中である。 

 宮古病院は、本日 2/8 から一般外来診療を再開する。 

（２）米軍基地内における新型コロナウイルス感染症患者の発生等ついて 

 総括情報部から、米軍基地内で確認された新規感染者数について報告【資料 2】 

 ２月６日にキャンプハンセンで１名、キャンプシュワブで 1 名、キャンプシー

ルズで 1 名の新規感染者が報告されている。 

（３）沖縄県内及び全国の感染状況について【資料 3、3-1～3-8】 

 総括情報部から、警戒レベル判断指標の状況や各種分析資料について報告 

 昨日療養者数は 600 人を切って 581 人、病床占有率は 80.2％と依然高い状態で

ある。新規感染者数は 300 人を切って 298 人、重症者用病床占有率は 28.6％と

若干減少している。 

 この 5 日間新規感染者数は減少しているが、中等症以上の患者数は改善してい

るとは言えない状態である。病床占有率等の改善は遅れてくると思われる。 

 国の判断指標において、療養者数・病床占有率・重症者用病床占有率がステー

ジⅣ相当、新規感染者数はステージⅢとなった。 

 非コロナの病床利用率は総合計 92.1％と依然として高く、改善しているとは言

えない状況である。 

 直近1週間の人口10万人あたり新規感染者数を全国と比べると、沖縄県は21.25

人で全国４位である。減少はしているが全国でも高い状態である。 

 直近１週間の県内の地域別の感染状況を見ると、宮古島市が先週より減少した

こともあり全体的に減少している。 

 警戒レベル指標について、療養者数と新規感染者数が 2 週間前をピークとして

下がってきている。病床占有率も同様に先週より減少している。 
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 新規感染者に占める 60 歳以上の割合 27.1％について、先週が 38.2％であり、

今後改善していくか確認して行きたい。 

 中等症以上の入院者数について、まだピークを越えたと言える状態にないので

注視している。 

 医療機関における看護師の就業制限が増加してきており危惧している。 

 

（４）宿泊施設の運用状況について【資料４】  

 総括情報部から、各地で運用している宿泊療養施設の状況について報告 

 各地区の施設合計で 89 名受け入れており、那覇地区の東横イン 65 名入所、宮

古地区 12 名入所と減少している状態である。 

（５）沖縄県人口変動状況について【資料５】 

 前回から更新がないので、説明省略。 

（６）クラスターの発生状況について 

 総括情報部から、最近確認されたクラスターの状況等について報告 

 １月に入って社会福祉施設で７件。医療機関で 47 名という大きなクラスターの

発生と資料１で説明した教育機関で 24 名発生。 

 昨日、南風原町の医療機関で 24 名のクラスターが発生、本日の報告に入ってい

る。新規感染者数は減っているが、このようなクラスターの発生が続いている。 

（７）宮古・八重山地域の感染状況について【資料６】 

 総括情報部から、宮古・八重山地域の状況を報告 

 宮古地域の療養者数は 101 名で全体の 5 分の１を占めてはいるが、減少傾向と

なっている。しかし入院 44 名、社会福祉施設で療養中の患者もいる状態となっ

ている。八重山は新規発生ゼロが続いている。 

  （1～7までの報告事項に関する主な発言） 

 クラスター発生状況について、県内の寮に住んでいる外国人学生に対する医療
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提供体制についてどのように対応しているのか。 

→ 保健所からの報告では、寮生活しており同一の部屋内で感染している。軽症の

場合は宿泊療養または寮で待機している状態であり、現時点で治療が必要な状態の

方はいない。学校の総務課長を通して対応している。 

→ 寮での発生については、感染している人は一旦同一フロアに集めて他の人と接

触しないようにしている。現在、先生を含めて 100 名近くＰＣＲ検査をしている。 

 医療機関でのクラスターについては、高齢者が中心なのか。 

→ 南部医療センターの医師の情報では、認知症の方が多いとのことで徘徊の問題

があるので転院が難しい。ＤＭＡＴという災害派遣医療チームが入っている。 

（８）ワクチン接種について【資料７、７－２】 

 保健医療部からワクチン接種に関して報告 

 各部局が所管施設を集団接種会場として利用することについて、市町村か

ら相談がある場合は積極的に検討していただきたい旨説明。 

 医療従事者接種のためワクチンを保管するディープフリーザーをこれか

ら配布することを報告。 

 

（９）営業時間短縮要請に対する協力状況等に関する見回り活動の実施につ

いて【資料８】 

 総括情報部から各市町村の見回り活動の状況を報告 

 那覇市は、松山で営業時間短縮要請に応じていただけてない店舗や栄町で営業

している店舗が多いとの報告がある。他の市町村は 8～9 割協力しているとのこ

と。また、沖縄総合事務局の青パト（地域安全パトロール）も市町村見回りに

協力して貰っている。 

（８～９の報告事項に関する主な発言） 

 ディープフリーザーを設置している医療機関は公表するのか、セキュリティの
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関係もあると思う、海外では窃盗の事例もあると聞いている。 

 いろいろと課題はあると思うが、国の方針もあるのでは。ワクチンの情報を国

民にしっかりと提供することとなっているので根拠を確認して情報を公開して

欲しい。 

 公開するにあたっても、内容として誤解を与えないように接種順位は医療従事

者から始まって高齢者、一般、ということなどを含めて広報するようにしても

らいたい。 

→国の方針を改めて確認して、公開するかどうかセキュリティを含めて医療機

関と調整していく。住民の方にここにいけば接種出来ると誤解されないよう、

注意して広報していく。 

 見回り活動について、座間味村が前回の報告が実績無しで、今回は照会中とあ

るが情報は無いか。 

→資料に間に合ってはいないが 2/4 実施済みと確認している。 

＜その他報告事項＞ 

 文化観光スポーツ部から NAPP、TACO の週間実績及び RICCA の登録状況報告 

 NAPP について、2/3 開始で検査件数が増加しており、昨日 2/7 は 107 件となっ

ている。累計では県民が 7 割で帰省の方が多くを占めている。検査枠について

は、2/7 から 170 件まで増やしている。県内の企業の出張等に活用して貰うよ

う努めたい。また県外の方が陽性になった場合の療養等について保健医療部と

今後も連携していきたい。 

 TACO について、那覇空港のサーモグラフィー通過者は先週から比較して７千 9

百人減の４万７千人となっており、緊急事態宣言の影響もあると思う。 

 RICCA の登録について５万２千件まで増加。琉球新報・沖縄タイムスの公式 LINE

による RICCA 広告掲載中。 

（その他の報告事項に関する主な発言） 
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 NAPP の利用が増加しているが、事前の予約という理解で良いか 

→事前の予約でやっている。 

     ✓ 基本的に来沖前のＰＣＲ検査を求めるという姿勢を堅持していきたい。 

 NAPP について多くの方が利用したとのことだが、どのような事前告知をやった

のか。保健医療部との連携は現在きちんととれているのか。 

→新聞で告知したが、県民の利用が多いので口コミで増えていると思う。その

他の要因があったら調べて活かしていきたい。県外の方の療養対応については

事務レベルで詰めている、まだ発生していないが問題無いように行っていきた

い。 

３ その他報告 

 8 月に全国から看護師を派遣して貰った病院及び自治体等にお礼を発送済み。 

 

４ 閉 会 


